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第 9 巻 ２０２６．１０月号 通巻１０３号 

 
【今号の主な内容】 
第４０回理事会／エキスポ実行委員会 
青少年指導員養成講座・大阪会場 
遊園地はじまり物語 

 

１０ 月
Ｏｃｔｏｂｅｒ

第３８回なにわ淀川花火大会 



 

第４０回理事会 
開催日時／２０２６年９月１５日（火）１４時～１５時３０分  開催場所／ＪＡＩＡ会議室   

出席／川﨑寛会長はじめ理事２０名 監事２名  
 

ＪＡＩＡ川﨑寛会長の挨拶に続き、ご臨席いただいた
経済産業省製造産業局産業機械課・國峯彰太課長補
佐が政策説明（「エネルギー需給構造の強靭化に向け
た我が国ＧＸの加速について」）。 

その後、事務局から定款第３４条の規定に定める定
足数を満たし本総会が成立している旨が報告され、
川﨑会長が議長となり審議に入った。 

第１号議案 アミューズメントエキスポ２０２６の件 
 
 事務局から資料に基づき、２０２６年度のアミューズメン
トエキスポの概要、進捗状況について報告があった。ま
た、小間数が昨年の５９９小間から７２３小間になったこと
で承認いただいた予算と大きく乖離することなったこと
から、新たな予算案について説明され、いずれも異議なく
承認された。 

なお、エキスポ初日（１１月６日）１８時～１９時３０分、東
京・千代田区の帝国ホテル本館２階「光の間」において懇
親パーティーを開催予定であることを確認。 
 

第２号議案 会員の入会承認等に関する件 
 

右記５社についての入会審査が提案された。 
それぞれ推薦役員から推薦説明があり、議長が諮った

ところ、いずれも異議なく全会一致で入会が承認された。 
 続いて、事務局から次の通り、会員資格継承に関する報
告があり、異議なく全会一致で承認された。 
＜継承会社＞ 
 株式会社 Ｊドリーム 

※(株)サンタンのＡＭマシン事業部が分離独立した 
同社の１００％子会社。 

 

報告事項 
 
１．ＤＸ化推進特別委員会報告 
 ＤＸ化推進特別委員会の活動状況について、小竹幸浩常
務理事が資料に基づき次の報告を行った。 
◎ＪＡＩＡ ＤＸ化推進事業のこれまでの経緯 
◎キャッシュレス決済基盤の普及・運用状況 
◎キャッシュレス決済及びＤＸ化推進事業の収支状況 
◎今後の重要課題  
２．規制緩和委員会報告 
 規制緩和委員会の活動状況について、名和振平専務理
事が資料に基づき次の報告を行った。 
◎外国人留学生の資格外活動許可に関する進捗 
◎その他の規制緩和要望５項目に関して 
◎景品価格上限の見直しについて（検討メンバーとして、

プライズ委員会からの参画を了承）  
３．熊本地震に対するお見舞いについて 

熊本地震へのお見舞いについて事務局が報告。日本赤
十字社に義援金５０万円を寄付することが了承された。  
４．職務執行状況の報告（定款第２３条４項） 

２０２６年３月～２０２６年９月の業務執行状況について、
代表理事及び業務執行理事が資料に基づき報告を行った。 

正会員 ＡＭマシン事業部 

有限会社エブリワン 
所 在 地／神奈川県横浜市 
代 表 者／代表取締役 引馬徳彦 
設 立／２００２年７月 
事業内容／ 
中古遊技機等の売買及び及び自動販売機・両替
機・ＡＭ機器等の製造・レンタル・販売等 

正会員 ＡＭマシン事業部 

フリークス株式会社 
所 在 地／東京都江戸川区 
代 表 者／代表取締役 及川盛夫 
設 立／２０２４年１１月８日 
事業内容／ 
アミューズメント機器、景品の製造・販売 

正会員 遊園施設事業部 

株式会社日本ＸＲセンター 
所 在 地／東京都中野区 
代 表 者／代表取締役 小林大河 
設 立／２０２３年５月２２日 
事業内容／ 
・ＸＲ技術を活用した企画・開発・運営事業 
・法人向けトレーニング、VR／ＸＲアトラクション
の提供及び関連サービス 

・多デバイス対応によるソリューション提供 
・その他、デジタルコンテンツ制作・販売・イベン
ト・体験施設運営など 

・自社ＸＲ店舗「ＸＲ Center Game Space」運営 

正会員 ＡＭマシン事業部 

株式会社ＩＩＪグローバルソリューションズ 
所 在 地／東京都新宿区 
代 表 者／代表取締役社長 井上喜延 
設 立／２０１０年９月１日 
事業内容／ 
国内外におけるクラウド、ネットワークおよび
ＩＣＴソリューションの提供 

正会員 ＡＭマシン事業部 

株式会社ドリームファンズ 
所 在 地／東京都新宿区 
代 表 者／代表取締役 西 臣冶 
設 立／２０２４年６月１０日 
事業内容／ 
・景品仕入れ、アミューズメント機械販売 
・各種イベント、展示会、キャンペーン等販売促進に関
する行事の企画、立案、会場設営、実施運営作業の請
負業務 
・企業の営業に関するコンサルティング 
・経営コンサルタント及び各種マーケティングリサーチ
業務 
・各種店舗、建築物及び室内空間のデザイン企画、制作
並びにコンサルタント業務 
・アミューズメント施設経営管理 

新会員 

2026.10② 

2018.6② 



 

 

 

アミューズメントエキスポ実行委員会（第６回） 

１．前回議事録（案）について   
事務局から第５回実行委員会（９月７日開催）の議事録
（案）が提案され、異議なく承認された。 
 
２．最終小間図面について   
 (株)アミューズメント産業が１０月号をもって休刊を
決めたことに伴い、出版ゾーンの１小間が空きとなっ
たことが事務局から報告された。 
 また、主催者ゾーンにＤＸ化推進事業のブースを設
置する他（※１２ページに詳細）、４階にはプライズフェア
のフリープレイ、クレーンゲーム検定、スタンプラリー受
付・景品交換所等を配置することが説明され、了承さ
れた。 
 
３．搬出入計画について   
 ＢｔｏＢ部会（部会長：溝江健一委員）および協力会社
の東急エージェンシーが、前回実行委員会での意見を
踏まえて検討した搬出入計画について提案・説明。 

出された意見・確認事項を踏まえ、一部出展社の車
両情報等を引き続き確認・調整したうえで、提示され
た搬入搬出計画に基づき運用準備を進めることが了
承された。 
 
４．来場者誘導計画について 
 南展示棟を初めて使用することを踏まえ、東急エー
ジェンシーが資料に基づき、ビジネスデー及びユーザ
ーデーの来場者誘導計画を提案・説明。協議の結果、
次のように修正のうえ、来場者誘導計画を進めること
とした。 
◎出展社および主催者等、関係者についてはＱＲコー

ドによる入場チェックを行わず、パスの目視確認で
入場可能とする。 

◎出展社パスには既にＱＲコードが印刷されている
が、運用上は読み取りを行わないことを出展社等に
周知する。 

◎不要になった出展社用ＱＲコードは、ビジネス来場
者用に振り替え、スペースに余裕があれば招待来場
者のレーンを１レーン増設する方向で調整する。 

◎１階と４階に会場が分かれるため、来場者が目的の
出展社やコンテンツを予め把握できるようガイドブ
ックを従来より手前の位置に配置するとともに、フ
ロア案内を強化する。  

 
５．会場装飾及びサイン計画について  
 会場内の装飾及び案内サインの設置計画について、
資料に基づき、東急エージェンシーが説明。提案通り制
作を進めることが了承された。 

６．スタンプラリーについて  
 スタンプラリー参加企業の状況及び運営方法につい
て、東急エージェンシーが資料に基づき報告。次の通り
準備を進めることが了承された。 
◎参加企業は３３社、景品協賛企業は１３社で確定。 
◎台紙配布・景品交換を同一ブースで行ったため混雑

した昨年の反省を踏まえ、今回は台紙を会場入口付
近の複数個所に平積みする。 

◎達成条件は３３個中１５個以上のスタンプ取得とし、
プライズフェア出展７社のスタンプを集めた場合は、
別途粗品を進呈する。 

◎ひとり１部であることを配布場所に明記する。 
 
７．主催者事業について  
 ビジネスデーに実施する主催者事業について、事務
局が資料に基づき説明。主催者ステージでは「ＪＡＩＡ風
適法セミナー」「青少年指導員養成講座紹介」（※４ペー
ジ参照）、南２ホールのシステム関連ゾーン内に「ＪＡＩＡ 
ＤＸ化推進ブース」（※１２ページ参照）を設置すること
が了承された。 
 
８．照明設定とトイレについて   

東急エージェンシーから会期中の照明設定、ミュー
ジックフェス出演者の専用トイレについて報告された。 
 
９．アンケート調査について   
 ビジネスデー及びユーザーデーの来場者アンケート
について、東急エージェンシーが資料に基づき、提案・
説明。出された意見を受け、同社において設問案を修
正し最終案を実行委員が確認、実施することとした。 
 
１０．来場者動員施策について   
 チケット販売状況及び今後の来場者動員施策につい
て、東急エージェンシーが資料に基づき説明。また、今
後予定するプロモーションとして、学生・ファミリー層
を対象としたインフルエンサー施策、東急線での交通
広告、ファミリー向けステージ等の報告を行った。 
 ビジネスデーのＰＲイベントに起用するタレント及び
当日のメディア向け企画・動線については、委員から
の意見を受け、東急エージェンシーにて修正・調整のう
え、企画部会で確認することとした。 
 
１１．直前情報について   
 会期２週間前を目途に、出展社説明会以降に決定・
変更された事項、会期直前の注意事項をまとめた「直
前情報」を出展社に配信する予定であることが事務局
から報告され、資料に基づき内容の説明があった。 

これを受けて、「出展社パスはＱＲコードによるチェ
ックではなく、目視確認での入場」を追記することと
し、内容を確定後、出展社へ配信することとした。 
 
１２．会期中の実行委員の体制について、その他   
◎搬入出並びに出展品検査に関する直前説明会につ

いて 
◎協賛募集について 
◎開催中止等の決定プロセスについて（台風、大雨、地

震等の災害時） 

日時／２０２６年１０月２日(金)１４時～１６時       場所／ＪＡＩＡ会議室 (リモート併用) 
出席／飯山正義委員長はじめ委員１７名＋事務局４名＋協力会社４社１３名 

2026.10③ 
 



 

 

 

2026.10④ 

2018.6② 

ア
２０２６年１１月６日(金)／ビジネスデー  南棟４ホール・主催者イベント  

―いま改めて問う、「風適法の構造と遊技場営業の未来」（仮題）― 

各会員企業の風営法・店舗運営担当者は必聴！ 

昨年大好評であった大塚弁護士による風適法セミナーを本年度も実施いたします。 
本セミナーでは、皆様の関心が高い「高額景品問題」や「射幸心をそそるおそれとは」
などをわかりやすく解説いただきます。是非会場へお越しください。 

■開催概要 
日 時／２０２６年１１月６日(金)１３：００～１４００ 

会 場／エキスポビジネスデー 主催者ステージ 

講 師／ＴＭＩ総合法律事務所 弁護士 大塚尚氏 

対 象／アミューズメント施設運営企業の法務・営業・ 
店舗管理者（非会員の方も聴講できます） 

参加費／無料 
 

■講演テーマ（仮） 
   ・風適法の構造と法務 

   ・遊技場営業の要件 

   ・高額景品問題 

   ・「射幸心をそそるおそれ」の意味 

   ・警察庁２０２６年７月７日「遊技場営業について」 
 
■主 催 
   一般社団法人 日本アミューズメント産業協会（ＪＡＩＡ） 

【大塚 尚 弁護士 経歴】 
１９８９年４月 警察庁入庁 
２００５年４月 最高裁判所司法研修所入所 
２０１２年８月 埼玉県警察本部警務部長 
２０１４年８月 警察庁生活安全局少年課長 
２０１８年８月 鹿児島県警察本部長 
２０２２年８月 九州管区警察局長 
２０２３年８月 警察庁退職 東京弁護士会登録 
２０２３年１０月 ＴＭＩ総合法律事務所にカウンセルとして参画  
【大塚 尚 弁護士 著書】 
２０２３ 『少年警察ハンドブック（第２版）』 立花書房 
２０２２ 『注釈風俗営業法』 立花書房 
２０２２ 『注釈銃砲刀剣類所持等取締法（第３版）』 立花書房 
２０１６ 『風俗営業法判例集（改訂版）』 立花書房 
２０１６ 『財務操作のための企業会計・財務諸表入門』 立花書房 

お申込みはこちらからーー➜ 
※事前のご予約をお勧めしておりますが、 
予約なしでも当日入場可能です 

アミューズメント施設管理者のための 

受講生代表がトークセッション 

オペレーションのヒント・心構えを学ぼう！ 

昨年のステージの様子 

研修委員会による「青少年指導員養成講座」の説明イベン
ト。一昨年、昨年に続き３回目の開催となります。 
今年９月に実施した東京会場の受講者から、特に優秀だっ
た３名をお招きし、トークセッションを通して、養成講座の
意義や学びの成果を観覧席の皆様にお伝えします。受講生
代表の生の声から、オペレーションに取り組む姿勢や考え
方を学べる貴重な機会です。オペレーションに携わる皆様
は是非、ご参集ください。 
今回も、研修委員会から、伊藤公仁副委員長（左）、戸田勝
巳委員（右）が登壇しコーディネーターを務めます。二人の
巧みな司会進行で、会場が盛り上がること必至です。 

<日 時> 

２０２６年１１月６日(金)１４：３０～１５：３０ 
 

<登壇者（東京会場・受講生代表）> 
   (株)バンダイナムコアミューズメント 木下綾香氏 
   (株)ソユー 金子和人氏 
   (株)タイトー 志賀美乃氏 
 
<テーマ> 
   アミューズメント業界を選んだ理由、養成講座を受
講した感想、今後の目標、等 
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          総務委員会 （２０２６年度第３回） 
日時／２０２６年１０月１４日（水）１４時～１５時３０分 

場所／ＪＡＩＡ会議室 
出席／大澤淳人委員長はじめ委員６名＋オブザーバー（山下滋ＡＭマシン事業部長）＋事務局４名 

議案１．ＪＡＩＡ塾について   
飯田充副委員長から、前回の総務委員会で

出された意見を踏まえ修正した「ＪＡＩＡ塾 第１
期プログラム概要（案）」について、資料に基づ
き説明があった。 

これを受けて協議。第１期は次の通りの内容
で進めることを決めた。 

なお、本事業の名称は正式に「ＪＡＩＡ塾」とし、
ＡＭマシン事業部長を塾長とすることとした。  
◎第１期は広く公募せず、総務委員会参加企業

６社及びアミューズメントエキスポ実行委員
会に参加する関係会員企業からの推薦によ
り、計１２名程度を目安として参加者を選定
する。 

◎年間定例開催は８回を基本とする。なお、１０
月は予備、１２月は参加者からの振り返りや
改善提案等を受ける機会として位置づける。 

◎原則として外部講師に依存せず、総務委員会
委員及びＪＡＩＡ関係者を中心に進めることと
し、当面、１月から３月までのプログラムの具
体化を優先する。 

◎初回は、ＪＡＩＡの役割や業界の歴史等をテー
マとし、既存の映像資料や各社で使用してい
る研修資料等も活用しながら、講座内容及び
役割分担を検討する。 

◎開催場所は原則としてＪＡＩＡ会議室とする。 
◎当面の開催日程は次の通りとする。 
 〈第１回〉 

２０２７年１月２７日(水)１５：３０～１７：３０ 
 〈第２回〉 

２０２７年２月２４日(水)１５：００～１７：００ 
 〈第３回〉 

２０２７年３月２５日(木)１５：００～１７：００ 
   ※４月は休会。 

５月以降の日程は別途調整。 
 
議案２．年会費額算定のための 

売上高調査について  
 ＡＭマシン事業部の２０２７年度及び２０２８年
度年会費額を算定するため、１１月に実施を予
定している売上高調査について、事務局から調
査票・会員向け調査依頼文書の案が示され、資
料に基づき説明があった。 
 

協議の結果、会員企業単体の売上高であること、海外向け輸
出等による売上高を含むことを事務局提案の依頼文書に明記
したうえで、１１月に調査を実施することとした。  
 
議案３．次回開催日程について  

次回の総務委員会は下記の通り開催予定とした。 
なお、次回は２０２７年１月からスタートする「ＪＡＩＡ塾」につ

いて、参加者の選定状況の確認及び初回プログラムの具体的
な内容、講師・進行の役割分担等を中心に協議する。 

<２０２６年度第４回総務委員会> 
  ２０２６年１２月１日（火）１５時～１６時３０分 

 
その他   

前回の総務委員会で協議した「ＡＭマシンの窓口（仮称）」に
ついて、総務委員会での検討経緯、提案の趣旨を倫理委員会
に改めて説明する機会を設ける方向で調整している旨、事務
局から報告があった。今後、倫理委員会の開催に合わせて、総
務委員会委員が出席し、直接説明・意見交換を行う予定。 

2026.10⑤ 
 

 
『ＪＡＩＡプレス』発行をメールでお知らせします 

《ご登録・お問合せ（担当／富川）》  fukawa@jaia.jp   ＴＥＬ０３-６２７２-９４０１  ＦＡＸ０３-６２７２-９４１１ 

ＪＡＩＡプレス編集部では、ＪＡＩＡ会員に、【ＪＡＩＡ通信】として 
『月刊ＪＡＩＡプレス』発行のご案内をＷＥＢ公開と同時に行っています。 
店舗単位・営業所単位でのご登録もＯＫです。 
メールアドレスを下記アドレスにご連絡ください。 
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その他   
◎第４回研修委員会は２０２７年２月１２日(金)１４時～

開催予定とする。 
◎オブザーバーの松嶋氏（(株)コミュニケーションワーク

ス）から青少年指導員養成講座に参加しての感想とし
て「受講者は積極性や理解力が高く、講座内容も店舗
での実務に役立つもの」との意見が出された。 

  また、各講義後に提出するレポートに関し、記入を意
識することで講義への集中が途切れる場面が見られ
るとの指摘がなされ、それを受けて委員間で協議。今
後はレポート用紙を予め資料に同封せず、１日目はグ
ループ討議の説明前、２日目はクレーム接客の講義終
了後に配布することとした。 

  
２０２７年度「青少年指導員養成講座」について   
①開催日程 

２０２７年度の青少年指導員養成講座は次の日程にて
東京・大阪の会場予約が完了したことを確認した。 
<東京会場> ２０２７年９月８日(水)～９日(木) 
<大阪会場> ２０２７年１０月６日(水)～７日(木)  

②講義内容 
今年度の構成を基本として進めることを確認した。  

③その他 
申込後の直前キャンセルを減らすため、開催日が近づ
いた段階で各社の申込窓口へ確認の連絡を行うこと
を検討。また、退職等により参加できなくなった場合
は、事前の連絡があれば受講者の変更またはキャンセ
ルに対応することを共有した。 

 
２０２６年アミューズメントエキスポ 

主催者ステージイベントについて    
一昨年、昨年に続き、エキスポ主催者ステージにおい

て実施する青少年指導員養成講座のＰＲイベントに関し、
スケジュールや登壇候補者、進行等を確認（１１月６日・ビ
ジネスデー／１４時３０分～１５時３０分）。１０月末を目途
に登壇者および関係委員により、リモートでの最終打ち
合わせを行うこととした。 
 なお、東京・大阪会場の養成講座受講者にはエキスポ
来場者チケットを配布。その方法を事務局で調整する。 

  ※ステージイベントの詳細は、４ページ参照 

研修委員会 
（２０２６年度第３回） 

日時／２０２６年１０月８日(木)１１時２０分～１２時   

場所／ＪＥＣ日本研修センター心斎橋  ２階コンベンションホール控室 

出席／委員９名＋オブザーバー１名＋事務局 

店舗活性推進委員会 
（２０２６年度第２回） 

 

日時／２０２６年１０月１３日(火)１５時～ 

場所／ＪＡＩＡ会議室（リモート併用）  

出席／委員１４名（うちリモート９名）＋オブザーバー１名 

＋事務局２名 
  
若手情報交換会について 
 

店舗活性推進委員会が企画を進めているアミューズメ
ント業界の若手による情報交換会について協議。次の内
容とすることとした。 
 
◎１１月２６日(木)１５時～１７時、ＪＡＩＡ会議室において

設定。終了後に懇親会を設ける方向で準備を進める。 
◎参加対象を単に年齢による若手とするのではなく、年

齢に関わらず店長等店舗運営に責任を持ち、今後幹部
候補として業界を担うことが期待される人材を中心
に、各社１～２名程度の参加を想定する。 

◎参加者の関係構築のため、初回は対面形式で開催。 
◎開催趣旨や内容を明記した案内資料を整え、研修・情

報交換会としての参加費設定を引き続き検討する。 
◎開催案を近日中に作成して委員各社で共有、参加者の

調整を依頼する。 
◎事前に参加者から議題や質問を募る。また、開催後に

はアンケートで満足度や課題を把握し、次回企画に反
映させる。 
 

 

  
アミューズメントエキスポ主催者企画について 
 

エキスポ主催者企画として店舗活性推進委員会が実
施する「クレーンゲーム検定」に関し、担当者より、会場レ
イアウト、使用ゲーム機、検定内容及び当日の運営方法の
説明があった。なお、検定ブースは会場奥側となるため、
来場者にわかりやすい案内表示や誘導方法を検討する
こととした。 
<検定内容について> 

前回、級ごとの通過率に偏りが生じ、待機列ができた
ことから、各級の難易度と通過率を調整する。１級で使
用する箱物景品は、従来のラッピング作業を軽減する
ため、景品箱に検定用の表示を施す。 

<使用ゲーム機について> 
 １級、２級用として「クレナⅢ」４台（貸出(株)友栄）、段

位用として「ＵＦＯ９」３台（貸出(株)タイトー）が確定。
その他、調整状況を確認。 

 
その他 
 
◎次回委員会は２０２７年２月３日(水)開催予定とする。 



<開講式> 挨拶 

ＪＡＩＡ 施設営業事業部  

内田慎一事業部長 

<閉講式> 挨拶 

ＪＡＩＡ 川﨑寛会長 
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期日／２０２６年１０月８日(水)～９日(木)     

 会場／ＪＥＣ日本研修センター心斎橋 

主催／(一社)日本アミューズメント産業協会〈JAIA〉  共催／(公財)全国防犯協会連合会   

受講者／６５名 

   第６２回 
〈大阪会場〉 

 ９月９日(水)～１０日(木)の東京会場（第６１回）に続き、大阪会場での「青少年指導員養成講座」が開催さ
れた。受講者６６名。前回に続き、今回も受講生の選択の幅を広げるため、宿泊なし（通い参加もしくは自身
で宿泊手配）の選択を可能とした。 
 
 カリキュラムは東京会場（２０２６年９月号に掲載）と同様。４つの講義に続き、各講義での学びを活かしたグ
ループ討議＆発表（全６班）で締めくくった。なお、今年度からグループ討議の内容も、東京会場と同様、予
め与えられた規定課題に加え「各自の店舗で最近問題になっていることへの対応」をテーマとした自主課
題の２本立てとした。 
 
 開講式は前研修委員長でありＪＡＩＡ施設営業事業部の内田慎一事業部長、閉講式ではＪＡＩＡ川﨑寛会長
がそれぞれ挨拶を行った。 
 川﨑会長は、まず、ＡＭ業界がコロナ後プライズ機を中心に上向きになっていることに触れ、「スーパー系
（倉庫系）の影響を受けている店舗もあるかと思うが、そこで景品を取れたという体験をベースに我々の店
舗に来店してくださるお客様が増えるということもあり、意外に競合はしていない」という印象を語った。
また、ＡＩに関し、「いわゆる頭脳労働などはＡＩに取って代わられるが、我々の接客業はＡＩにはできない。Ａ
Ｉに職を奪われる頭脳明晰の人たちがこの業界に来ることも考えられ、我々は知識等さらに色々なことを
学ばなければいけないと思う。でも結局、最終的にはいかにお客様を楽しませることができるか。圧倒的に
大事なのは人間力」と断言。最後に、受講生に向け、業界全体の将来を考えるうえでも情報交換は欠かせな
いとし、今回築いたつながりを今後も大切にほしいと呼びかけ、２日間にわたる受講を労った。 

２日間の学びの集大成であるグループ発表では、
名和振平専務理事（左）と研修委員会・伊藤公仁副委
員長が、風適法の視点、現場の視点からそれぞれの発
表後にコメントを加え、より有意義な内容に高めた。 
なお、伊藤委員長は現研修委員会で最長の 14年と
いう期間、委員会メンバーとして活躍。来月のアミュ
ーズメントエキスポ主催者ステージ「青少年指導員
養成講座説明会」でも、養成講座の優秀受講者たちと
のコーディネーター役を務める。 



 青少年指導員養成講座 第６２回 大阪会場 

講義「ＪＡＩＡの事業活動及び養成講座の意義と狙い」（ＪＡＩＡ研修委員会 上野紗矢香委員長） 

講義「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律について」（ＪＡＩＡ名和振平専務理事） 
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 風俗営業許可を得ている店舗とそうではない店舗があり、ただ何となく店舗
の規模で決まっているという認識でしたが、基本から色々とわかり、非常に参考
になりました。また、 これまでは、ルールとして年少者の立入時間、景品上限価
格等を守っていましたが、そのルールが生まれた背景や意味を知り、より一層、
身がひきしまりました。 
 最後のお話にもあったように、法令遵守を基本としつつ子どもたちの居場所
になれるような店舗づくりを同時に行いたいと、講義を通して思いました。 

(株)ルルアーク 水島ひなた 

(株)バンダイナムコアミューズメント 臼井太志 

まず、ＪＡＩＡとしての今までの取り組みを学ばせていただ
き、「ＪＡＩＡすげえ」「ＡＭ業界を支えてくれてありがとう」。 
特にゲームセンターのイメージが落ちていた約４０年前より

今にかけて取り組まれていたことを理解でき、今後絶対守る
といった強い意志を持つことができました。今後もＪＡＩＡの一
員として業界の安全・信頼、青少年に対する関わり方を見つめ
直して業務に努めてまいります。 

 
風適法に関しては、大学時代、法学部に在籍しており、当時

学んだ風営及び風適法の記憶と照らし合わせながら振り返り
ができました。特に、昨年より規制強化されてしまった内容を
見て、改めて法律の抜け穴をつく行為はゼロにすべきと実感。 
現在、ＡＭ業界は新たな法人、組織が参画してきています。

だからこそ業界の秩序を守るべく、まずは自店から適正な運
営を行う。そして将来、この業界が世界のエンタメ業界、日本
を代表する産業へと発展できるように一歩ずつ着実に取り組
みます。そのためにもルールと正しい知識を身に付けます。 

「すみません、これ動かしてください」。私がＡ
Ｍ業界で働く側になり、衝撃を受けた言葉です。 
私が子どもの頃は街のゲームセンターは華や

かだけど怖い場所でしたが、１年目に配属された
店舗は、ＳＣロケでファミリー向けに明るく、ベビ
ーカーが通る広さ、ゲーム機の音も会話を楽しめ
る程度に抑えられていました。そして、子どもた
ちだけで遊びに来て、店員である私に丁寧な言
葉遣いで声をかけてくれたのです。ＪＡＩＡの活動
を通じて、ゲームセンターは青少年が健全に楽し
める場所へと変化したのだと実感しました。 
ＡＭ施設は、ゲームを通じて自分で考え自分で

行動し、仲間と繋がりを持つことができる場所と
しての役割を果たしている。ＡＩの進化など技術
が発展する一方で、顧客対応、クレーンゲームの
設定という“人の手”で、子ども、ファミリーの大
切な時間を過ごせる施設を作っていきます。 

(株)バンダイナムコアミューズメント 奈良部真央 

優秀 
レポート 
（抜粋） 

第１日（９月９日） 
１２：２０ 集合・オリエンテーション 
１２：３０ 開講式／主催者挨拶 JAIＡ内田慎一施設営業事業部長 
１２：４０ 講義「JAIAの事業活動及び養成講座の意義と狙い」 
１３：２０ 休憩・班長決め・名刺交換 
１３：３０ 講義「風適法について」 
１４：３０ レポート作成・休憩 
１４：５０ 講義「最近の非行状況と大人社会の役割」 
１６：５０ レポート作成・休憩 
１７：００ グループ討議の進め方について 

第２日（９月１０日） 
 ８：５０ 集合（班長がメンバー確認） 
 ９：００ 講義「クレーム対応」 
１１：００ レポート作成・休憩 
１１：２０ グループ討議 
       （班ごとに随時昼食） 
１３：００ グループ発表 
１５：００ 終了試験・各種表彰 
１６：００ 閉講式／ 
      主催者挨拶 ＪＡＩＡ川﨑寛会長 

講 

師 

上
野
氏 

名
和
氏 

井
口
氏 

保
坂
氏 

臼井氏 

奈良部氏 

水島氏 

グループ発表 



 青少年指導員養成講座 第６２回大阪会場 
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講義「最近の非行状況と大人社会の役割」（元警視庁新宿少年センター／東京都スクールカウンセラー 井口由美子氏） 

ゲームセンターでは様々な理由や要因でクレームや
ご意見を頂くことがあります。今回の講座で、まず大
切なことは、お客様の気持ちに共感することだと思い
ました。ただ、共感することとお客様の要望をすべて
受け入れるのは別。ルールや法令の遵守。そのうえ
で、できる対応や代替案を提案することが大切。これ
らを意識してお客様と向き合いたいと思います。 
また、一人で立ち回るのではなく、一緒に働くクル

ーさんと共有し、より良いお店づくりため対策やロー
プレなどでお客様に満足していただけるお店づくりを
していきます。 

(株)タイトー 松尾麻倭子 
 

 クレーム対応について、最初に「思いつめなくて良い」とご指
導いただき救われた気持ちになりました。スタッフが平均的
に良い接客ができる状況は、一人の教育をするより難しいで
すが、非常に重要であると感じました。謝罪の言葉も場面に
よって適切なパターンがあり、実践してみると言い慣れない
言葉もあり、スタッフにも共有しようと思いました。 
 カスハラ対応について、学ぶ機会が少ない中、件数は増えて
いる状況で非常に参考になりました。特に終了の上限を決め
ておく点についてはすぐに自店に持ち帰りたいと思いまし
た。クレームがカスハラになってしまわないよう、まずはお客
様の気持ちを理解し寄り添う姿勢を見せ説明するなど、導入
の部分に気を付けてまいります。 

(株)バンダイナムコアミューズメント 藤井希星 

 現在、少年非行の件数は時代とともに減ってきて
いますが、大人の役割を果たす義務があるため、子
どもが抱えている小さい気づき、サインを見逃すこ
とがないよう対応する必要を感じました。自宅 学
校の行き来を繰り返すからこそ、自分の悩みを伝
えられない、いじめにあっていても相談しにくい枠
組みの中にいる。怪我をしていたり家に帰りたがら
ない子がいた時は隠れているＳＯＳに気づき、抱え
ている不安を少しでも一緒に解決できるように行
動していきたいと思います。私たち大人の役割は、
いつでも安心できるような見守り、傾聴、声をかけ
やすい環境づくりの形成だと思いました。 

(株)バンダイナムコアミューズメント 池田彩夏 

講義「クレーム対応について」（日本コンサルタントグループ 保坂真民氏） 

 ゲームセンターは困っている少年を助ける場所だと聞き、心
にぐっときた。問題行動の背景についての学びの中で、少年
院に入っている人の５割以上に「虐待」経験があるという事実
に驚き、自分の環境が当たり前ではないと知った。非行に走り
たくて走っているわけではなく、何かしら原因がある場合が多
い。虐待が疑われる時は、講義で学んだ「傾聴」「受容」をどん
どん使い、自分のスキルの１つとしていきたい。ありのまま受
け止め、認めるという「受容」は初めて知った。今回の学びは今
後の施設運営だけでなく、人生にも大きなプラスになった。 

(株)ＣＷパスカ 井坂凌 

 非行は本人の問題だと思っていましたが、ＡＭ施
設が子どもの遊び場として確立し、手を差し伸べる
べき子どもを見つける重要な場所になっていると
いう現実、そこで働く私たちの義務を認識しました。 
 そのような子どもを見つけることは難しく接し方
も注意しなければいけないことが多いと思うので、
講義でお聞きした内容はとても重要なことでした。 
 教えていただいた青少年への近づき方や声のか
け方は、人間関係を築く上でも大事なことで、とて
も身になりました。また、ロールプレイでは、働く側
だけでなく、子ども側として話しかけられることで、
この話され方は嫌だなと感じた部分もあり、相手の
立場に立って話すことの大切さを実感しました。 

(株)カプコン 折原汰一 

(株)ソユー 神保慶太 

 以前、平日の昼間に小学生が遊びに来た際、学校へ連絡し迎
えにきてもらう対応をしましたが、今回の講義で、青少年指導
員として子どもの声を聞き、居場所として見守れるようにして
いくことの大切さを学びました。 
 子どもへの話しかけ方もご教示いただき、実際にロールプレ
イをしてみると、声かけの難しさを実感しました。今までは子
どものシグナルを見逃していたのではないか、また、声をかけ
て子どもの声をちゃんと引き出せるのかといった不安はあり
ますが、実際の店舗運営で経験を積み、地域の子どもを助け
られる青少年指導員となれるよう日々勉強していきます。 
 

池田氏 井坂氏 折原氏 神保氏 

サービス業はクレームがついてまわる。クレームは宝物。 
実際のお客様との対応で何となく身に付けてきたもの

が言語化されて勉強になりました。「言語と非言語が一致し
ていないと不安になる」は本当に発見で、お客様を怒らせ
てしまうスタッフはこのあたりが原因になっていると思い
ました。また、「共感をスタッフに伝えていくのは難しく、お
客様の言葉を繰り返すように」は具体的でわかりやすい事
例でした。ポジティブな言替えで、プラスの気持ちに持って
いく。クレームがでない接客ができるスタッフをひとりでも
多く増やせるように心がけていきます。 

(株)GENDA GiGO Entertainment 藪中友美 
 

クレームについて細かく分析されたものは見たことが
なかったが、今回、クレームにつながるまでのフロー、対
応のプロセスがわかりやすくまとめられ、自分の接客を
見つめ直す機会となった。 
グループワークを通して、何がお客様にとって不満な
部分なのかを細かく考えることの大切さも学んだ。普段
は１つのクレームとして見ていたが、様々な事象が重な
ってのクレームであると感じた。 
講義で印象的だったのは、お客様の気持ちに寄り添
うということである。一見当たり前のように思えるが、
クレームは「気持ち」と「事象」に対する不満から生まれ
る。「気持ち」はお客様への対応でしか解決できないと
感じた。クレームをしっかり分析し気持ちに寄り添える
ような接客をしていきたい。 

(株)カプコン 千葉海青 
 

松尾氏 藪中氏 藤井氏 千葉氏 



 

 

 

 

班 規定課題 自主課題 

１班 ①…確率機、商品の箱つぶれに関して 
カスハラ対策 
アクティビティ施設で実際にあった盗撮謝罪要求 

２班 
①…アシスト接客を見ていた人が、自分にも同じ
対応をしてほしいと要望してきた際の対応 

こちらの不手際による機械のエラー・故障によるお
客様への対応 

３班 
①…閉店間際にクレーンゲームをプレイしている
お客様への対応 

他のお客様へのアシスト設定を見て、自分にもアシ
ストして欲しいというお客様への対応 

４班 
②…１８時以降もプレイを止めない子どもと保護
者への対応 

カプセルトイでの「個数制限」「並び直し」「代行プレ
イ」について 

５班 
②…敷地外での青少年の非行行為に対する声か
けについて 

クレーンゲームでボールがゲットセンサーに反応。そ
のお客様は確率機と知っているという状況での声
かけについて 

６班 
②…いじめられている男子高校生がシール機の女
性専用スペースに入ってしまう 

カプセルトイで回す資格のないお子様が回して売り
切れになった 

青少年指導員養成講座 第６2回大阪会場 

仲戸涼（(株)ＣＵＥ） 
小林琉々香（(株)バンダイナムコアミューズメント） 
奈良部真央（(株)バンダイナムコアミューズメント） 
山田芽衣（(株)アスモ） 
川中優希（(株)タイトー） 
宮野薫平（(株)バンダイナムコアミューズメント 
 
奥山遥翔（(株)ルルアーク） 
墨谷陸人（(株)バンダイナムコアミューズメント） 
弓削潤奈（(株)北陸レジャー） 
小川弦煕（(株)GENDA GiGO Entertainment ） 
高木零央（（株）バンダイナムコアミューズメント） 

 

（後
列
左
か
ら
） 

（前
列
左
か
ら
） 
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原 慶明（(株)北陸レジャー） 
臼井太志（（株）バンダイナムコアミューズメント） 
濱野康成（（株）GENDA GiGO Entertainment） 
土屋拓海（(株)バンダイナムコアミューズメント 
山西 南((株)バンダイナムコアミューズメント) 
 
清水裕太（（（株）バンダイナムコアミューズメント） 
松尾麻倭子（(株)タイトー） 
金野拓真（(株)バンダイナムコアミューズメント） 
井坂凌（（株）ＣＷパスカ） 
高味亮太朗（(株)プロバックス） 

 
 

（後
列
左
か
ら
） 

（前
列
左
か
ら
） 

岩渕裕貴（(株)バンダイナムコアミューズメント） 
菅原創太（（（株）バンダイナムコアミューズメント） 
新美佳大（(株)バンダイナムコアミューズメント） 
大川戸優奈（(株)バンダイナムコアミューズメント） 
茂木晴志朗（(株)バンダイナムコアミューズメント） 
赤松隼輔（(株)ＣＵＥ） 

 
奥村怜奈（(株)北陸レジャー） 
神保慶太（(株)ソユー） 
水島ひなた（(株)ルルアーク） 
小林覚（(株)タイトー） 
早川耕平（(株)バンダイナムコアミューズメント） 

 

（後
列
左
か
ら
） 

（前
列
左
か
ら
） 

グループ発表 表彰 

２位 
１班 

３位 
５班 

渡辺裕樹（(株)バンダイナムコアミューズメント） 
新美佳大（(株)バンダイナムコアミューズメント） 
岩松功二（(株)GENDA GiGO Entertainment） 
下垣和史（(株)バンダイナムコアミューズメント） 
瀬戸俊介（(株)ソユー） 
 

高味亮太朗（(株)プロバックス） 
松尾麻倭子（(株)タイトー） 
山本樹良（(株)バンダイナムコアミューズメント） 
藪中友美（(株)GENDA GiGO Entertainment） 
松宮崇之（（株）バンダイナムコアミューズメント） 

 

（後
列
左
か
ら
） 

（前
列
左
か
ら
） 

修了試験 満点表彰 

１位 
６班 

グ
ル
ー
プ
討
議
・
テ
ー
マ 

規定課題／①クレーンゲームに関しての対応 ②青少年に関する対応 
自主課題／勤務する店舗で最近問題になっていることへの対応 



受講者募集 

「
 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 
 

 
主 催／一般社団法人日本アミューズメント産業協会 
後   援／国土交通省、東京都 
協   賛／（一財）日本建築設備・昇降機センター、東日本遊園地協会、西日本遊園地協会、 

日本ウォータースライド安全協会、（一社）東京都昇降機安全協議会 
受講対象者／遊戯施設の運行管理者、維持保全管理者、維持保全技術者、運転者及び技術者などすべての関係者 
開 催 期 日／２０２６年（令和８年）１１月２７日（金） 
開 催 場 所／主婦会館 プラザエフ（９階スズラン） 

[東京都千代田区六番町１５ ＴＥＬ０３-３２６５-８１１１ ］ 
ＪＲ四ツ谷駅 麹町口から徒歩１分 東京メトロ丸の内線四ツ谷駅１番出口から徒歩３分 

定 員／１００名 
 

講習科目及び時間 ※受付開始時間 １０：００ 
１．開講挨拶                 [１０：３０～１０：３５] 
２．遊戯施設に関する建築行政の動向等について [１０：３０～１０：３５] 
３．遊戯施設の維持保全計画と運行管理     [１１：００～１２：００] 
４．遊戯施設 定期検査報告書の検査・記載方法 

（間違いやすい項目） [１３：００～１４：００] 
５．遊戯施設の技術概論            ［１４：００～１６：００］ 

     ①遊戯施設の避雷設備と「定期検査報告」の在り方 
     ②機械設備保全について（サビや塗膜等をレーザーで除去する技術「CoolLaser」） 

 
講  師  
  国土交通省 住宅局 参事官（建築企画担当）付 

（一社）日本アミューズメント産業協会 技術委員会委員長 森田栄二氏 
（一財）日本建築設備・昇降機センター 認定評価部副部長 金田 宏氏 
（一社）日本雷保護システム工業会 技術委員 嶋田 章氏 

  株式会社トヨコー SALES Div. CoolLaser 川原 孝行氏 
 
受 講 料（１名） 
  ◎（一社）日本アミューズメント産業協会会員…………………７，０００円（税込７，７００円） 
  ◎建築行政担当者、東日本遊園地協会、西日本遊園地協会、日本ウォータースライド安全協会会員、 

定期検査報告書提出会社………………………………………１０，０００円（税込１１，０００円） 
  ◎上記以外の方……………………………………………………１５，０００円（税込１６，５００円） 
 
申込方法・申込締切 
            
  

2026.10⑪ 

2018.6② 

令
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年
度
講
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会
風
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遊戯施設安全管理講習会の概要 

全課程修了者には、

講習終了後、 

「講習修了証書」 

を発行します 

最近の遊戯施設は、利用者の要求とともに多種多
様となり、運動形態も多様化・高度化が進み、それ
に伴い大型化する機種も増えてきております。 
これらの遊戯施設に対する安全確保には、遊戯施
設を維持・管理する人々の日常の努力や確実な操作
による運転などに負う部分が大切であることはいう
までもありません。 
当協会では、昭和 57年から毎年、遊戯施設の安全
をテーマに「遊戯施設安全管理講習会」を開催して
まいりました。本年も標記講習会を以下の通り開催
いたしますので、遊戯施設に携わる関係者及び遊戯
施設の運行管理者・維持保全管理者・運転者など幅
広くご参加下さいますようご案内いたします。 

左のお申込みフォーム（https://forms.gle/pKJGq4A86h1ezZA9） 
もしくは所定の申込書に必要事項をご記入のうえＦＡＸにて 
２０２６年１１月１９日(木)までにお申し込みください。 
※ＦＡＸでお申込みの場合は、受領返信は行っておりませんので、ご了承ください。 

【お申込み・お問合せ】 ＪＡＩＡ遊園施設事業部 
〒１０２－００７４ 東京都千代田区九段南３－８－１１ 飛栄九段ビル８Ｆ 

tomioka@jaia.jp  ＴＥＬ03-6272-9071  ＦＡＸ03-3556-５５２

４ 

https://forms.gle/pKJGq4A86h1ezZA9
mailto:tomioka@jaia.jp


 

遊園地 物語 
～日本のレジャー産業、そのルーツをたどる～ 

 男女ともにまだ和服が主流だった１９１１年（明治４４年）５月１日、兵庫県の寂し
い温泉地に突如、贅を極めた「宝塚新温泉」がオープンした。“千人風呂”と称され
た大理石造りの大浴場をはじめ西洋風大広間など、その規模と豪華さは来場者
の度肝をぬき、また、後に次々設置された常設の娯楽機は、機械娯楽に初めて触
れる人々を驚かせ魅了した。 
今や日本を代表する舞台芸術の１つ「宝塚歌劇団」も、この宝塚新温泉の付帯
施設として誕生。１９１４年、第１回公演が行われた（温泉の余興として観覧無料）。 
その後も、遊園地、動物園、植物園、プール、映画館等々、精力的に施設を増強
させていった宝塚新温泉は、１９６０年（昭和３５年）、総合レジャーランド「宝塚フ
ァミリーランド」と改称。当時、付帯施設としての枠を超え単独で集客していた歌
劇も、園の一部という位置づけで、１９９２年（平成４年）まで観劇にはファミリー
ランドの入園料が必要なシステムだった。 
  
 宝塚新温泉は、阪急東宝グループの創業者・小林一三氏（１８７３-１９５７）により、
沿線開発（阪急電鉄）の一環として生み出された。氏は、鉄道を軸に住宅地開発
や娯楽施設、百貨店などを組み合わせ、相乗効果を図るという日本の私鉄経営
モデルを先駆的に確立。宝塚新温泉は、電鉄経営のレジャー施設の嚆矢と言え
る。ちなみに、元プロテニスプレーヤーの松岡修造氏は、小林一三氏の曽孫。 
 
 なお、宝塚ファミリーランドは、阪神淡路大震災による大打撃、レジャーの多様
化などを背景に２００３年（平成１５年）に閉園した。しかし、長期にわたり日本最
大級の入園者数を記録しており、例えば、１９７６年（昭和５６年）の入園者数４３８
万７５２９人（敷地面積１６万㎡。１９８３年開園の東京ディズニーランド初年度＝敷地面積４６万２
０００㎡、入園者数９９３万人）。１９８７年（昭和６２年）５月４日には１日６万８０００人を
動員し、歩くのも容易でなかったというエピソードを残している。 

レジャー産業の礎を築いた明治生まれの男たち 

阪急宝塚駅・駅前広場のモニュメント 

 高知市に生まれ、旧制中学卒業後、北海道、本州へとわた
り、最終的に追いついたのが大阪。塩野義商店（現・塩野義
製薬(株)）に職を得、間もなく訪れた宝塚新温泉でアメリカ
製のボクシングゲームを目にし、魅せられたのがそもそも
のはじまりだった。 
 岡本之治氏は、早速、同じゲームを入手。分解して構造を
研究し、同じものを作り上げた。１９２４年（大正１３年）、完
成したこの第１号機は、地元・野田阪神の商店街に設置、１
プレイ５厘として店との歩率契約で営業を開始する。同時
に、岡本娯楽機製作所（現・(株)岡本製作所の前身）創業。
会社勤めをしながらのサイドビジネススタートである。 
 以降、矢継ぎ早に、之治氏は自動腕力機、卓上ベビーゴル
フ機はじめオリジナルの小型娯楽機を開発。宝塚新温泉の
ドイツ製小型乗物を真似た遊具（自動木馬）も１９２９年（昭
和２年）に完成させた。 
 こうして機械のラインナップが増え、設置場所が数か所に
及ぶようになったことで之治氏は塩野義製薬を退職、専業
として本格始動することになる。 
 １９３５年（昭和１０年）、兵庫県尼崎市の繁華街に鉄筋４階
建ての自社ビル竣工（１・２階は遊戯場、上階は工場）。大層
な賑わいに、７人の子の父となっていた之治氏は、「働かざ
る者、食うべからず」と家族総動員で商売に精を出した。 
 しかし、戦局が悪化した１９４３年（昭和１８年）、娯楽場閉
鎖。之治氏はそれにひるむことなく、戦後に備え、次なるス
テップ「大型機」の構想を着々と練っていった。 

先駆者・その１   岡本之治氏（１８９７-１９５２） 先駆者・その２    

土井万蔵氏（１８８３-１９６５） 
 兵庫県出身。当時の優良企業だった藤永田造船所を
退職して１９１８年（大正７年）、運動器具を開発する土
井文化運動機製作所（後の(株)タップス）創業。宝塚新
温泉屋外に設置された外国製遊戯機械を目の当たり
にしたことで、国産遊戯機械の開発・製造に着手した。 
 後に「大型遊戯施設の父」と称されることとなる土井
万蔵氏は、新しい器具や機械を創ることに精力を傾
け、各地の博覧会に遊戯施設を出展。１９２１年には氏
の名を高めることとなる「飛行塔」第１号機を京阪電鉄
千里山山頂（大阪府吹田市）に設置した。 
  
 
 日本に現存する最古の遊戯施
設として知られる「近鉄生駒山
上遊園地」（奈良県／右写真）の
飛行塔は、のべ１６機目として、
開園の１９２９年（昭和４年）に建
造されたものである。 
 戦時下、全国で金属製遊具の
供出が進む中、同園の飛行塔は
軍の防空監視所として利用され
たため、解体を逃れた。なお、当
時は主に塔の構造体のみ残さ
れ戦後に改修、再び遊戯施設と
して利用されることとなった。 
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 岐阜県揖斐郡で出生。２２歳でゴム製品や医療器具の卸商
売を始めた遠藤嘉一氏は、１９２２年（大正１１年）、結婚して
大阪新世界に店舗を構えた。 
 まだ売春防止法がない時代。売れ筋商品はゴム製避妊具
で、ひとりで店番をすることもある新妻にとって、その販売
は心底恥ずかしいものだった。そこで、人を介せず販売する
方法として遠藤氏が考案したのが、当時まだ実用化には至
っていなかった「自動販売機」である。古時計のぜんまいと
部品を応用した仕掛けの自動販売機は、店頭小売値よりも
高い５０銭に設定したにも関わらず、予想外の需要があり、
避妊具の売上が夫婦の生活を賄うことにもなった。 
 遠藤氏は、この仕掛けを他分野にも次々と活用。「江崎グ
リコ」からも追加注文が来るなど事業は徐々に拡大してい
き、東京に出張所を開設した。 
 巷で評判の宝塚新温泉を訪れたのは１９２８年（昭和３年）
のこと。そこでドイツ製の小型遊具に心奪われた遠藤氏は、
翌年、「自動木馬」を完成させ、宝塚新温泉に納入した。ちな
みに、岡本之治氏が同じ小型遊具に着目し１９２７年「自動木
馬機」を完成させているが、遠藤氏の木馬は自動販売機の
仕掛けを用い、利用料金を手渡しする係員が不要だったこ
とから、国産初の自動木馬として知られることになった。 
 自動販売機のヒットと自動木馬製作を背景に、遠藤氏は浅
草松屋からのオファーで１９３１年（昭和６年）、日本初となる
常設屋上遊園地「スポーツランド」をオープンさせた（※「スポ

ーツランド」の概要は別記）。遠藤氏は、東京に移住し日本娯楽機
製作所を設立。土井万蔵氏との交流、施設側からの要望も
あって、これ以降、大型遊戯施設分野へと進出していった。 

 「スポーツランド」を見て大いに触発されたのが、「自
動車３人組」である。 

タクシー業を営む山田貞一氏、森周一氏、自動車修
理業を営む若田部繁之助氏の３人が、ガソリン統制や
運転手管理の難しさ等により転職を意識し始めてい
た折も折、彼らの前に現れた見たことも聞いたことも
ない娯楽施設は、３人に「新しい商売」を予感させた。 
 メカに自信のある３人組が自動車の高度なメカニズ
ムを活用し、１年かけて誕生させたのが「歩行象」。１９
３６年（昭和１１年）に行ったデモンストレーションでは、
背中に乗った若田部氏の息子の操縦で、人工の象が４
本足を交互に動かし、鼻を振り回しながら町中を練り
歩いた。その巨体は行く先々で黒山の人だかりとな
り、翌日の新聞に写真入りで掲載されるほど話題に。 
 もっとも、商売には結びつかなかった。メンテナンス
の問題に加え、１３５０円という価格が投資回収困難と
判断されたためだ。 
 タクシー会社を売り払うなど歩行象にかけていた３
人に、遠藤氏は遊園地内の遊園施設受託運営等を紹
介。それぞれが積極的に遊戯施設開発やロケ開拓を進
めることで、山田氏は(株)トーゴ（前身は東洋娯楽
機）、若田部氏はサクラ娯楽(株)、森氏は昭和鉄工
(株)の創業者となり、名を残すことになるのである。 

  遊園地  

先駆者・その４～６    

山田貞一氏（１８９６-１９７１） 

          地下１階地上７階建ての百貨店「浅草松屋」の 
開業と同時に、７階および屋上に開設。 
ボウリングやローラースケート等のスポーツ

施設をはじめ、あらゆる娯楽機を集めたエポックメイキン
グ施設として話題を集め、その後に続く百貨店ロケのモデ
ルとなった。 

  屋上には航空艇と名付けられたロープウェイを設置（８
人乗りゴンドラ２台が行き交い、墨田川や東京の街を一望）、
１９３０年代の新しい都市風景として東京名物となり、文学
作品（川端康成の『浅草の九官鳥』等）にも登場する。 

  なお、スポーツランドは、「〇〇ランド」と名付けられた施
設の元祖とされている。 

先駆者・その３   遠藤嘉一氏（１８９９-２００１） 

若田部繁之助氏（１８９７-１９７８） 

森周一氏（１８９９-１９８１） 

昭和初期生まれの気骨で市場を拡大 

遊園施設業界の好敵手の感もあった関西の両雄、山田三郎氏（写真左／１９３０-

２０２２）、岡本昌明氏（写真右／１９３２-２０２４）。同世代の２氏は、競うように各地に
大型遊戯施設を納入。日本が地方博ブームに沸いた１９８０年代から１９９０年初
頭にかけては各博覧会のプレイランドに精力的に営業参加、特に、当時世界最大・
直径１００ｍの観覧車をそれぞれ同時に設置して注目を集めた（横浜博、アジア太平洋博）。 

 「日本最古の遊園地」とされている浅草花やしき。 
同園は、江戸時代末期・嘉永６年（１８５３年）に花園

として開園し、時代とともに、珍鳥や動物の展示、見世
物など多様な娯楽を楽しめる場へと変化していった。 
 戦後、東洋娯楽機により遊戯施設を備えた遊園地と
して再開するのだが（２００４年までトーゴ経営）、終戦
直後は、園内にバラックの事務所などを建てて土地を
不法占拠する者もいた。そこで立ち退きを求める貞一
氏に、若い衆が日本刀を抜き、貞一氏の目の前の畳に
ブスリ。すかさず「斬れるものなら、斬ってくれ」と、も
ろ肌を脱いだ貞一氏。その気概に惚れ込んだ代表が、
退去に応じたという逸話が残っている。 

スポーツ 
ランド 

山田三郎氏は、衆議院議長を務めた伯父・松田竹千代
氏の私設秘書時代、１９５４年（昭和２９年）になんば高島
屋屋上の有効利用として遊園地の企画書を作成・提案。
これが採用され、最初の遊園施設を手掛けた。続いて、
東京・池袋の丸物百貨店屋上遊園地構想の企画に採用
されたことから、片手間ではできないと秘書を辞め、１９
５８年（昭和３３年）、泉陽興業(株)を設立した。 

日中国交正常化まもなく中国、アジア進出も果たす。 
１９９２年、藍綬褒章受章、２００２年、勲四等瑞宝章受章。 

岡本昌明氏は、１９４８年（昭和２３年）、父・之治氏の岡
本娯楽機製作所（１９５１年、(株)岡本製作所として法人
化）に旧制中学を中退して入った。 

２３歳の世界一周旅行の際、開業したばかりの米国ディ
ズニーランドを訪れて驚愕。遊園地の魅力、これからの大
きな可能性を確信し、遊戯施設開発にさらにのめりこむ。 

１９５６年（昭和３１年）、兄が社長を務めていた岡本製作
所を辞め、明昌特殊産業(株)設立。１９８３年（昭和５８年）に
は岡本製作所の社長も兼務。 
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１９６０年生まれ、大阪府出身。野球少年だったことに加え、「外の飯を食ってこい！」
との父親の言葉で、中学卒業後、実家を離れ、野球の強豪である名古屋の男子高へ。 
１９７９年４月、父親が社長を務める明昌特殊産業(株)（現・サノヤスライド）入社。１９８５
年、同社を退職し、(株)岡本製作所に入社。同年１０月、代表取締役に就任した。 

――入社してから、かなり厳しく教育されたそうですね。 
岡本 父親（昌明氏）には「お前のようなヤツには跡は継が

せん」と言われて育ちました。それで、高校卒業後、
語学留学か調理師専門学校に行かせてくれと頼ん
だところ相手にされず、名古屋で飲食関係に就職
しました。すると間もなく、「家業を何だと思ってる
んじゃ。はよう帰って来い」ですよ。 

    明昌特殊産業に入社後は寮に入れられ、毎日朝早
くから夜遅くまで土日なしで働かされました。遊び
たい盛りですから、脱走したことも(笑)。月給は１０
万円にも満たないし、完全に、今で言うブラック企
業でしたね。 

    もっとも、入社した年（１９７９年）は、明昌が国産第
１号となる宙返りコースターを開発・設置した年。そ
の２年前「谷津遊園」に登場した米国アロー社の「コ
ークスクリュー」をきっかけに、日本に宙返りコース
ターブームが巻き起こり明昌の製造ラインは多忙を
極めていました。昌明社長は３日間くらい平気で徹
夜していたようですよ。 

 
――昌明氏は、岡本製作所から独立して明昌特殊産業設

立。その後、岡本製作所の社長も兼務することにな
りましたが、その経緯は。 

岡本 創業者（之治氏）の跡を継いだ明三郎氏（昌明氏の
兄）は身体が弱く、入退院を繰り返していたから現
場のことはわからない。しかも、技術者の昌明の意
見には耳を貸さないことから、志を同じくする社員
ひとりを連れ、袂を分かつことになったと聞いてい
ます。 
ただ、当時、兄弟夫婦はともに実家住まいで、壁一
枚を隔てた部屋に住んでいました。私は４歳。家族
が揃う夕飯時、父の指示で明三郎氏の部屋の方に
全員が一列に正座し、「岡本追い越せ、エイエイオ
ー」と言って拳を突き上げるのが日課でした(笑)。
その効果ではないでしょうけど、大借金で１９５６年
（昭和３１年）スタートした明昌は着実に業績をあげ
るように。逆に、岡本製作所は管理体制の不備が累
積し経営が悪化したことから、昌明が明昌と兼務す
る形で社長となり（１９８３年）、経営再建。 

 
 

・・・・・１００年企業に聞く・・・・・ 

(株)岡本製作所 代表取締役 岡本典之氏 

宝塚新温泉で初めて目にした外国製娯楽機械に触発され、未知の娯楽機械の開発に挑んだ男

たち。その進取の気性により、日本の遊園施設業界は本格的に産声をあげた。 
 

 あれから約１１０年。時代が移り変わる中、業界の黎明期から現在に至るまで、遊園施設を開発・

提供し続けてきたのが(株)岡本製作所だ。同社は一昨年、創業１００周年を迎えた。 
 
 関西の遊園施設メーカーの間では、「岡本学校」という言葉が知られている。戦後、岡本製作所に

入社して技術を身につけた後に独立し、自ら会社を興した人たちが、やがて遊園施設業界の発展

をともに支えていくことになったからだ。豊永産業(株)、(株)黒木テックの創業者も「岡本学校」の

出身である。 
 
 こうして業界の発展に寄与してきた岡本製作所は、創業者の之治氏、子息の明三郎氏、その弟の

昌明氏へと受け継がれ、現在は昌明氏の長男・典之氏が社長を務める。２５歳で社長に就任して以

来、４０年にわたり経営の第一線に立ち、１００年企業を守り続けてきた典之氏に話を聞いた。 

――明昌特殊産業では、すぐに大型遊戯施設を作り始め
たのですか？ 

岡本 銀行からやっとの思いで借りた開業資金は、敷地３０
坪の工場を作るのにほとんど消えてしまいました。
スペースも資金もないということで、定置式乗物か
らのスタートです。子どもが喜ぶようなデザインにし
て百貨店などに売り込んだのですが、当初は故障の
苦情だらけ。原因は、あまりの利用の多さにキャッ
シュボックスが満杯になり動かないというもの。１日
１台で男性の高給スーツが買える売上が知れ渡り、
すぐに注文が殺到するようになりました。 
ところが、福島税務署の職員が現れ「容易に移動で
きるものには物品税がかかる。工場移出価格の２割
を払え」と。これに対し、５００ｋｇの機械は容易に移
動できない、何より子どもの夢を育むものだと、昌
明はひとりで税務署に赴き陳情を重ねました。それ
でようやく課税対象から外れたと安心したら、今度
は、成り行きを見ていた多くの会社が一気に定置式
乗物の製造販売を始め、瞬く間に供給過多に。明昌
はそれを機に、大型に舵をきることになりました。 
 

――１９７０年の大阪万博のレジャーゾーン「エキスポラン
ド」は遊園施設業界にとって大きな転機に。 

岡本 技術力や魅力をアピール、業界の社会的認知度が
高まって、事業規模を拡大する機会となりました。 

     泉陽興業創業者の山田三郎氏が遊園施設業界を代
表して参加をとりまとめ、「エキスポランド」の建設・
運営に中心的役割を果たしてくださいました。参加
企業は８社。１８３日の会期中、万博入場者約６４２２
万人のおよそ４割（２６００万）が利用しています。 

    明昌では銀行から１億円の融資を受け、観覧車を設
置しました。自宅を抵当に入れても足りず支店長の
ご厚意での借金に、失敗したら倒産という状況。 
でも、ふたを開けるとチケット売り場は大行列、運転
ボックスはお金の山。 
皇太子殿下（現在の天皇陛下）も搭乗されました。そ
の日、燕尾服と白手袋を新調した昌明は、ゴンドラ
から降りてこられる皇太子殿下に緊張しつつも恭し
く手を差し伸べたそうです。するとすかさず、お付
きの方にバシンと手を叩かれた(笑)。 
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――海外の遊園地も多く手掛けていますね。 
岡本 会社の規模が大きくなり、従業員が増えれば、収益

を維持する必要がある。そのためにも海外に目を
向けていきました。 

    第１弾は、１９７５年（昭和５１年）、アフリカのザンジ
バル。政府から遊園地を受注したのですが、一般人
はランプ生活だし、何もない国だったので、発電機
はもとより、コンクリート、型枠、アンカーボルト、何
から何まで持参しました。向かう飛行機では、石坂
浩二・浅丘ルリ子カップルに遭遇。まさか日本人が
いるとは思っていなかったと話しかけられ、遊園地
を作ると話すと、「あんな所に？」と驚かれました。
でも、いざ開園すると、この国にこれほど子どもが
いたのかと、信じられないほどの人波。６機種を設
置した園には４日間で８万人が入場したそうです。 
その後も、ロシア、北朝鮮、軍事政権下の韓国、中
国、バングラデシュ、フィリピン等々。北朝鮮では、
ホテルに着くなり、まず盗聴器が仕掛けられていな
いか時計やエアコンまで分解して徹底捜索。フィリ
ピンではトラブルに巻き込まれボディーガードを２
人雇うと、父から「金がかかるから防弾チョッキに
せい」と電話で指示がとび、思わず「それじゃ頭を
撃ち抜かれたら終わりや」と言い返しました。 
 

――アジアのみならずアメリカにも事務所を開設。 
岡本 ロサンゼルス。商習慣の違いで商売にはならず、数

年で撤退したのですが、ある時、遊戯機械の納入先
からシリンダーが１本故障したとの連絡が入った。
父はそれを聞き、「他も故障しないとは言い切れな
い。船便は遅いから飛行機ですぐに１０本運べ」と、
社員を向かわせたんです。で、空港で預けたとこ
ろ、荷物を運ぶバゲージ・コンベアがあまりの重さ
に、壊れた。騒ぎになったそうですよ。 
故障をメンテナンスのせいにする海外メーカーが
少なくない中、日本のメーカーには「最後の最後ま
で面倒みる」というポリシーがありますからね。こ
れは、企業姿勢の大きな違い。 

 
――明昌特殊産業は１９９１年、サノヤスによるＭ＆Ａを
経て、(株)サノヤス・ヒシノ明昌（現・(サノヤス・ライ
ド(株))に統合されました。その経緯は？ 

岡本 前年に開催された国際花と緑の博覧会（花博）で
は、レジャーゾーン「マジカルクロス」が連日長蛇の
列、会場内でも最大級の集客施設となりました。 
当時、明昌の社員数はおよそ３００人にのぼり、安
定した経営基盤の確保が課題となっていました。一
方、造船分野以外への事業拡大を進めていたサノ
ヤスは、花博での成功を目の当たりにし、遊戯機械
分野の技術力を持つ明昌に着目しました。こうして
双方の思惑が一致して合併に至ったのです。 
合併後、サノヤスの株価は２０００円上昇しました。
遊園施設分野が成長産業として市場から期待され
ていたことの現れでしょう。 

    ちなみに、明昌の社員は、独立した１名を除き、サノ
ヤスの遊戯施設事業部にそのまま移籍しています。
先日、取締役遊園施設事業部長としてサノヤスで７
５歳まで活躍された方にお会いしたのですが、数年
前、明昌出身のサノヤス同窓会を行い、再開に歓喜
して涙した人もいたそうです。 

 
――岡本製作所としての花博の関わりは。 

・・・・・１００年企業に聞く・・・・・ 

岡本 当時、私は社長５年目。確実に勝算があると考え、
マジカルクロスを運営管理するＪＶ代表の阪急に当
社も参加させて欲しい旨を願い出ました。すると、
対象は資本金５０００万円以上の企業とのこと。そ
の頃の岡本製作所の資本金は３７００万円。ならば
と、即、資本金７８００万円に増資しました。それによ
り２機種の営業参加が実現しました。 

    明昌特殊産業も２機種営業参加。また、岡本昌明個
人で５０００万円を寄付しまして、今も、花博跡地の
鶴見新山には寄付者名を刻んだ寄贈碑が設置され
ています。 
 

――業界で生きてきた半世紀弱を振り返り、思うことは。 
岡本 「明昌、岡本は、ついている」と同業他社によく言わ

れました。大きな事故ゼロだからと。でも、そうじゃ
ない。徹底した安全管理への真摯な思いが根本に
あったということです。父の右腕だった常務による
と、昌明の口癖は「誰も信用しない」。異常なしと判断
された遊戯施設も、自らが試乗し、車輪、ベアリン
グ、ブレーキの利き具合等を瞬時に把握したそうで
す。とにかく「安全」が基本。常務いわく、葬儀で父
のご遺骨を納める際、「ワンマンで腹の立つことも
あったけれど、こんな天才はもう現れないだろうと
思い、脳を支えた骨を思わずお持ちした」と。 

    その父の悲願は遊園地の直営。明昌時代には成し
えなかったそれを果たすことができ、うれしく思っ
ています。（※２００２年「恵那峡ランド」買収、他）。 

    かつてバングラデシュに遊園地を作った時、「食べ
る物がない国に、なんで遊園地？」と疑問を持たれ
たそうです。でも、「人間のいるところに、遊園地は
要る」のだと思っています。 

 
――時代を読み堅実に歩みを進めてきた１００年企業の
今後の抱負、展望は。 

岡本 円高や原材料費の高騰などなど厳しい状況下、リノ
ベーションビジネスも有効かと思っています。閉鎖
した遊園地の機械を買い取ってリモデルする。ペン
キを塗りかえるだけで売るなら、ただのブローカー
ですが、そうではなく、解体してパーツを丹念にチェ
ック。少しでも不安のある部品は除き、改造する。 

    最初は、他メーカーの中古機械を売ることに工場の
全員が反対していましたが、他社の機械を触るとい
う「リスク」を「技術」でカバーすれば、リスクでなく
なるわけです。 

    業界初となるこの試みは、当初、遊園地側も渋って
いたのですが、実際に納入すると「ここまできれい
にする中古はない」と喜ばれています。今では「サイ
クルモノレールの乗物が１台壊れたので、調達した
い」などのオファーも来るようになりました。 

    時代が動いています。今年９月、老舗の業界誌アミ
ューズメント産業も６０年の歴史に幕を閉じました。 

     余談ですが、膨大な量のバックナンバーの処理に困
っていた同誌の社長から相談を受け、当社が誰でも
利用可能な閲覧室を作ることでそれらを譲渡され
ました。歴史を守り、未来に 
つなげていくことは大切だ 
と思います。そういった意 
味で、中古機を蘇らせるこ 
ともまた、あっていいこと 
なのだと考えています。 
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ＪＡＩＡコードデータベースの登録状況について 

データベースを活用すれば、商品情報の確認やＪＡＩＡコードでの発注、納品、在庫確認が可能となり、オペレーショ
ン業務の効率化につながります。 
プライズメーカー各社の景品カタログではＪＡＩＡコードの記載が進んでおり、データベースとのリンクが始まってお
りますので、データベースの内容を是非一度、ご確認ください。 
また、ＤＸ化推進特別委員会ではアミューズメント施設において、一般商品が景品として活用されている実態を踏
まえ、ＪＡＮコードのデータベースへの取込を検討しております。近日中には、その方向性を発表させていただきます。 
 
 事業者登録／５６社（前月比±１） 

店舗登録／３９１店（前月比±１） 

ＡＭマシン登録／１２３商品（前月比－６） 

景品登録／８２，４６９商品（前月比＋９０１） 

＜商品選択、発注時にデータベースを活用できる会員一覧＞ 

株式会社エイコー  株式会社コナミアーケードゲームス  システムサービス株式会社 

株式会社セガ フェイブ  株式会社タイトー  株式会社 BANDAI SPIRITS  フリュー株式会社 

１０月度ＤＸ化推進の取り組みレポート 

ＤＸ化推進特別委員会事務局全体会および事業推進分科会の活動について 

第１１回 ＤＸ化推進特別委員会 事務局全体会 
日時／２０２６年１０月１５日(木)１６：００～１７：００ 
開催方法／Ｔｅａｍｓによるオンライン開催 参加／２５名 

第６回 ＤＸ化推進特別委員会 事業推進分科会 
日時／２０２６年１０月８日(木)１６：００～１７：００ 
開催方法／Ｔｅａｍｓによるオンライン開催  参加／１５名  
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 https://jaia.jp/dlsupport/ 

 
〈ＪＡＩＡデータベースサポートページ〉 

データベースの掲載情報確認、利活用には、利用登録が
必要です。上記ＨＰを参考にしてＨＰ内の登録フォームか
らお申し込みください。また、不明な点は遠慮なく事務
局までお問合せください。 
 

1. 事業推進分科会 新分科会長に 
加賀電子・石川委員が就任 

 
10月8日開催の「第6回事業推進分科会」における互選
を経て、10月15日開催の「第11回ＤＸ化推進特別委員
会（事務局全体会）」にて、加賀電子株式会社の石川委
員が事業推進分科会長として全会一致で承認・選任さ
れました。業界のＤＸ推進・キャッシュレス化普及に向
け、更なる活動の加速を目指します。  
 
2. 電気信号ガイドライン策定に向けた 

技術委員会付置部会の設置決定 
 
アミューズメント機器における筐体・基板の標準化とＤ
Ｘ推進を円滑に進めるため、電気信号に関する業界共
通ガイドラインの策定に着手いたしました。10月9日開
催の AM技術委員会において方針が提示され、同委員
会内に専門の部会を設置することが決定いたしまし
た。海外製機器の増加に伴う仕様乱立を防ぎ、業界共
通の基準確立を目指します。  
 
3. 「アミューズメントエキスポ2026」 

ＤＸ化啓蒙特設ブースの出展計画 
 

11月6日（金）・7日（土）に東京ビッグサイトで開催され
る「アミューズメントエキスポ2026」にて、特設ブース
（2小間）を出展いたします。10月度の会議では次の具
現化策が承認・決定されました。  

 （※次ページに特設ブースの会員向け案内） 
 

 
◎ファイナンス相談会の開催／ＪＥＣＣおよびクレディセゾンとの
連携により、中小オペレーター様の端末・ＰＯＳ導入コスト負担
を軽減するリースファイナンス相談窓口を設置いたします。  
◎共通フォーマットによるＰＲパネル掲示／ＤＸ関連のＪＡＩＡ会
員出展各社のソリューションを分かりやすく紹介するため、統
一テンプレートを用いたPRパネルを展示・案内いたします。  
◎決済実機デモンストレーション／ブース内にミニクレーン機
を設置し、ＪＤＳ準拠端末によるキャッシュレス決済のデモを
実施いたします。  
◎ミニプレゼンテーション／1回１５〜２０分のミニセミナーを
定期開催し、システム導入のメリットを発信いたします。  

 
4. クラウドデータベース運用における 

情報セキュリティ対策の強化 
 
昨今におけるデータ不正取得やサイバー攻撃の高度化・複雑
化、ならびにＪＡＩＡクラウドデータベース（Azure）の安全な
運用管理を踏まえ、委員会出席者による意見交換を実施い
たしました。 
会議では、ＡＩ技術を悪用した多層的かつ自動化された攻撃
の急増など最新のサイバー攻撃の情報が共有され、定期的
な脆弱性診断の実施や多要素認証（MFA）の導入検討、業務
運用のルール徹底をはじめとする基本対策の遵守と、組織
全体におけるセキュリティガバナンスの再構築・向上を確認
いたしました。  
今後も引き続いて業界全体のデジタル化と価値創造に向
け、会員の皆様のご理解と一層のご協力を賜りますようお
願い申し上げます。  

 

当協会（JAIA）の DX化推進特別委員会および事業推進分科会では、アミューズメント産業のデジ

タル化および店舗運営の高度化を目指し、10月も精力的かつ具体的な活動を展開いたしました。

今月の主な取り組みと審議・報告事項についてご案内いたします。 
 

ＪＡＩＡ「ＤＸ化推進特別委員会」では、全国のゲームセンターや遊戯施設がより便利で効率

的に運営できるよう、デジタル技術を活用した環境づくりを進めています。 

 

協力社ブースの様子 

https://jaia.jp/dlsupport/


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開催概要 
 
 
 
 

 

特設ブースの主な企画・見どころ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

主な展示・紹介ソリューション（予定） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
【本件に関するお問い合わせ先】  
一般社団法人日本アミューズメント産業協会（JAIA） 事務局 TEL：03-3556-5522 / E-mail：info@jaia.jp 

2026.10⑰ 

一般社団法人日本アミューズメント産業協会（JAIA）では、会員企業の皆様の経営基盤強化および店舗
運営の効率化を推進するため、来る 2026 年 11 月 6 日（金・ビジネスデー）・7 日（土・ユーザーデー）
に東京ビッグサイトにて開催される「アミューズメントエキスポ 2026」において、「JAIA DX 化推進特
別委員会 特設ブース」を出展いたします。 
本特設ブースは、オペレーター会員の皆様が抱える「店舗運営 DX」や「業務効率化」に関する課題を解消
し、システム関連の出展各社様との質の高い商談・導入検討をスムーズに繋ぐ『案内所・ブリーフィング拠
点』として機能いたします。会員の皆様のご来場を心よりお持ちしております。 
 
※ご案内の対象は DX 化推進特別委員会に参画する JAIA 会員出展社に限定させていただきます。 
 

「アミューズメントエキスポ 2026」 
JAIA ＤＸ化推進特別委員会 特設ブースのご案内 

 

 

① ミニプレゼンテーションコーナー（1 回 約 15 分） 
 

JAIA コード DB（共通製品データベース）の活用によるオペレーション効率化（発注・検品・在庫
管理・売上自動集計）など、店舗運営 DX の具体策を分かりやすく解説します。短時間で DX 化
の全体像と導入効果を把握できます。 

 
② システム関連出展社 PR パネル＆小間マップ掲示 

 
システム関連ゾーンに出展する協力各社の製品・システム特徴をまとめた B1 サイズの PR パネ
ルを一堂に掲示します。 
 
〈掲載内容〉 

「100 円玉管理からの解放」「自動集計 POS」「多角決済対応」など、オペレーター目線で解
決できる課題や主要機能を統一フォーマットで可視化。 

〈連動マップ〉 
パネル下部に「DX 関連出展社小間番号」、また DX 関連出展社への案内図を掲示し、目的
の製品・実機がどこにあるのか一目でわかるガイド機能を提供します。 

 
③ プレゼンから実機デモ・商談への「ダイレクト・アテンド」(対応出展社のみ) 

 
ミニプレゼン終了後、プレゼン内容に興味を持たれた参加者様を、特設ブース内に待機している
出展社の専門担当者がそのまま自社ブースへ直接ご案内いたします。 
 
〈スムーズな商談体験〉 

基本概要の解説は特設ブース側で完了しているため、出展社ブース到着後すぐに実機を用
いたデモンストレーションや具体的な個別導入相談（コストシミュレーション・仕様確認等）に
入っていただけます。 

 

開催日程   2026 年 11 月 6 日（金）ビジネスデー／11 月 7 日（土）ユーザーデー 
会場・位置   東京ビッグサイト 南 2 ホール「システム関連ゾーン」隣接特設ブース 
対 象   オペレーター 

 

• 売上・店舗運営管理：自動集計 POS システム、店舗運営 DX ツール、売上管理システム 
• 決済・端末ソリューション：マルチキャッシュレス決済及び POS 端末、キャッシュレス端末リース事業

（JECC/クレディセゾン連携） 
• データ連携・インフラ：JAIA コード DB 活用、JDS（共通製品データベース）将来ロードマップの提示 
• 決済端末体験コーナー：来場者に決済端末を体験いただき、出展社ブースとの連携を図ります。 

 



            
 

 
 
   
提出会社 ４号メーカー 機別 筐体 機種名 発行日 

(株)東プロ ビスティ パチンコ プロハンター Ｐ 新世紀エヴァンゲリオン 未来への咆哮 2026/9/25 

(株)東プロ ビスティ パチンコ プロハンター Ｐ 新世紀エヴァンゲリオン 未来への咆哮 2026/9/29 

(株)マインズ 豊丸 パチンコ ブレイクⅡシリーズ 遊ｍｏｒｅＬＴＰ エガブレイブＶＶＶ 2026/9/29 

(株)マインズ アムテックス パチンコ ブレイクⅡシリーズ Ｐ うまい棒２ 2026/9/29 

(株)マインズ 大都技研 パチスロ ブレイクⅡシリーズ Ｌクレアの秘宝伝～はじまりの扉と太陽の石～ボーナストリガーver. 2026/9/29 

(株)東プロ 銀座 パチスロ ハイパースロット Ｌ スマスロ北斗の拳 転生の章２ 2026/9/30 

(株)東プロ サミー パチスロ ハイパースロット Ｌ 東京リベンジャーズ 2026/9/30 

(株)東プロ ジェイビー パチスロ ハイパースロット Ｌ 革命機ヴァルヴレイヴ２ 2026/9/30 

(株)東プロ サミー パチスロ ハイパースロット Ｌ スマスロ北斗の拳 2026/9/30 

(株)東プロ パイオニア パチスロ ハイパースロット Ｓ ハナハナホウオウ～天翔～ 2026/10/1 

(株)東プロ ビスティ パチンコ プロハンター Ｐ 新世紀エヴァンゲリオン 未来への咆哮 2026/10/1 

(株)マインズ サミー パチスロ ブレイクⅡシリーズ スマスロ リコリス･リコイル 2026/10/5 

(株)マインズ オリンピア パチスロ ブレイクⅡシリーズ Ｌ 範馬刃牙 2026/10/5 

(株)東プロ セブンリーグ パチスロ ハイパースロット Ｌ ゴッドイーターレザレクション 2026/10/5 

(株)東プロ ビスティ パチンコ プロハンター Ｐ 新世紀エヴァンゲリオン 未来への咆哮 2026/10/9 

(株)東プロ ビスティ パチンコ プロハンター Ｐ 新世紀エヴァンゲリオン 未来への咆哮 2026/10/9 

(株)東プロ クロスアルファ パチスロ ハイパースロット Ｌ 東京喰種 2026/10/9 

(株)東プロ サミー パチスロ ハイパースロット Ｌ スマスロ北斗の拳 2026/10/9 

(株)東プロ タイヨーエレック パチスロ ハイパースロット Ｌ 甲鉄城のカバネリ 海門決戦 2026/10/9 

(株)東プロ パイオニア パチスロ ハイパースロット Ｓ ハナハナホウオウ ～天翔～ 2026/10/9 

(株)東プロ ジェイビー パチスロ ハイパースロット Ｌ 革命機ヴァルヴレイヴ２ 2026/10/9 

(株)東プロ 山佐 パチスロ ハイパースロット Ｌ モンキーターン５ 2026/10/9 

(株)東プロ 銀座 パチスロ ハイパースロット Ｌ スマスロ北斗の拳 転生の章２ 2026/10/9 

(株)東プロ ジェイビー パチスロ ハイパースロット Ｌ からくりサーカス２ 2026/10/9 

(株)東プロ 京楽 パチスロ ハイパースロット Ｌ アズールレーン ＴＨＥ ＡＮＩＭＡＴＩＯＮ 2026/10/9 

(株)東プロ ジェイビー パチスロ ハイパースロット Ｌ かぐや様は告らせたい 2026/10/9 

(株)東プロ 北電子 パチスロ ハイパースロット Ｓ ファンキージャグラー２  2026/10/9 

(株)東プロ 北電子 パチスロ ハイパースロット Ｓ アイムジャグラーＥＸ－ＴＰ 2026/10/9 

(株)東プロ オッケー パチンコ プロハンター Ｐ 魔法少女まどか☆マギカ３ 2026/10/19 

(株)マインズ サミー パチンコ ブレイクⅡシリーズ ｅ 東京リベンジャーズ 2026/10/21 

(株)東プロ ジェイビー パチンコ プロハンター ｅ 東急喰種 2026/10/21 

(株)東プロ 大都技研 パチンコ プロハンター ｅ Ｒｅ：ゼロから始める異世界生活 season２ 2026/10/21 

(株)東プロ ビスティ パチンコ プロハンター Ｐ 新世紀エヴァンゲリオン 未来への咆哮 2026/10/21 

(株)東プロ サミー パチンコ プロハンター ｅ 真･北斗無双 第５章 ドデカＳＴＡＲＴ 2026/10/21 

(株)東プロ ＪＦＪ パチンコ プロハンター ｅ 女神のカフェテラス 2026/10/21 

(株)東プロ アムテックス パチンコ プロハンター Ｐ ニュートキオ 2026/10/21 

(株)東プロ 三洋 パチンコ プロハンター Ｐ 海物語極ＪＡＰＡＮ 2026/10/21 

(株)東プロ 三洋 パチンコ プロハンター Ｐ スーパー海物語ＩＮ沖縄６ 2026/10/21 

(株)東プロ 三洋 パチンコ プロハンター Ｐ スーパー海物語ＩＮ沖縄５ 2026/10/21 

(株)東プロ パイオニア パチスロ ハイパースロット Ｓ ハナハナホウオウ～天翔～ 2026/10/21 

(株)東プロ 銀座 パチスロ ハイパースロット Ｌ スマスロ北斗の拳 転生の章２ 2026/10/22 

(株)東プロ サミー パチスロ ハイパースロット Ｌ スマスロ北斗の拳 2026/10/22 

(株)東プロ 三共 パチスロ ハイパースロット Ｌ 炎炎ノ消防隊２ 2026/10/22 

(株)東プロ クロスアルファ パチスロ ハイパースロット Ｌ 東京喰種 2026/10/22 

(株)東プロ 山佐 パチスロ ハイパースロット Ｌ モンキーターン５ 2026/10/22 

(株)東プロ タイヨーエレック パチスロ ハイパースロット Ｌ 甲鉄城のカバネリ 海門決戦 2026/10/22 

(株)東プロ ジェイビー パチスロ ハイパースロット Ｌ かぐや様は告らせたい 2026/10/22 

(株)東プロ ジェイビー パチスロ ハイパースロット Ｌ 革命機ヴァルヴレイヴ２ 2026/10/22 

(株)東プロ 北電子 パチスロ ハイパースロット Ｓ マイジャグラーＶ 2026/10/22 

(株)東プロ パオン・ディーピー パチスロ ハイパースロット Ｌ Ｒｅ：ゼロから始める異世界生活 season２ 2026/10/22 

(株)東プロ ジェイビー パチスロ ハイパースロット からくりサーカス２ 2026/10/22 

(株)東プロ サボハニ パチスロ ハイパースロット Ｌ 吉宗 2026/10/22 

(株)東プロ 北電子 パチスロ ハイパースロット Ｓ ファンキージャグラー２ 2026/10/22 

(株)東プロ 三共 パチスロ ハイパースロット Ｌ からくりサーカス 2026/10/22 

(株)東プロ ビスティ パチスロ ハイパースロット Ｌ 彼女、お借りします 2026/10/22 

(株)三田商事 サミー パチスロ REACHαシリーズ Ｌ スマスロ北斗の拳ＫＨ  2026/10/22 

(株)三田商事 山佐 パチスロ REACHαシリーズ Ｌ モンキーターン５ＣＥ 2026/10/22  

「４号転用メダルゲーム機に係る倫理基準の運用規定」に基づき、各メーカーから 
届出のあった機械をＪＡＩＡ事務局で実査。転用に際し改造が正当に行われていると 
ＪＡＩＡが承認した機械を掲載します。 
なお、ＪＡＩＡでは会員が４号転用メダルゲーム機を製造・販売・オペレーション使用 
する際に「アミューズメント適合機」マークの表示を義務付けています。 

パチンコ・パチスロ機
４号転用リスト

※２０２６年９月２５日～１０月２２日までに発行されたものを掲載。すべて盤面販売。 
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●親子で楽しめる。それが良い。なくてはならな
い場所。（神奈川・４１歳・♀） 
●音を小さくしてほしい。ゲームをやりっぱなし
でどこかに行く人がいる。メダルの数を数える
機械がほしい。ヨロシク♪♪♪（神奈川・１０
歳・♀） 
●音ゲーの朝練を復活してほしい。（大阪・２９
歳・♂） 
●小さい子どもが遊べるゲームがあるとうれし
い。乗物もあったらいいかな。（滋賀・６歳・♀） 
●ゲーム機のメダルがよくつまって、なかなか直
しにきてもらえなかった。それはイライラし
た。あとは特にない。（京都・４２歳・♀） 
●要望……音楽ゲームをしにきます。特にボタン
入力のゲームで顕著ですが、メンテナンスがイ
マイチだと通いづらくなるので（まともに遊べ
ない）気を遣っていただけるとうれしいです。
良かったところ……お手洗いはきれいなので
使いやすいです。ありがとうございます。（大
阪・３５歳・♀） 

 

アミューズメント施設における景品提供営業のガイドライン 

２０１４年３月２７日制定  ２０２２年３月１日改正 
（一社）日本アミューズメント産業協会 [ＪＡ ＩＡ ] 

１．目 的 
 アミューズメントマシンにより提供される景品についてそ

の種類、内容および営業方法を規定することにより、公正な

競争秩序を確立するとともに、景品提供営業さらにはアミュ

ーズメント業界の将来に向けた健全な発展に資することを目

的とする。 
 
２．定 義 
本ガイドラインで規定する景品とは風俗営業適正化法第２

条第１項第５号で規定されるゲームセンター等における営業

において使用される「遊技の結果が物品により表示される遊

技の用に供する遊技設備」で提供される物品をいう。 
 
３．景品の内容 
①景品の価額 

 景品として提供する物品は小売価格でおおむね 1,000円以

下のものとする。 

 小売価格とは、景品専用に開発された物品を除き、一般市

場における価格とする。 

 なお、景品専用に開発された物品であっても１個あたりの

価格はおおむね1,000円以下とする。 

②景品の種類 

 善良な風俗の保持、清浄な風俗環境の保持および青少年の

健全な育成に障害を及ぼす行為を防止する観点から、ゲー

ムセンター等における正常な商習慣に照らし適合すると認

められる景品に限る。 

 また、食品衛生法の遵守及び他者の知的財産権を侵害する

ことがないようにすべきである。 

 以上の点を踏まえ、次に掲げる物品等をゲームセンター等

に設置されるアミューズメントマシンにおいて提供される

景品として製造・販売・流通してはならない。 
  ⅰ たばこ、喫煙器具類およびこれらをモチーフにした物品 
  ⅱ 酒類、および酒をモチーフにした物品 
  ⅲ 医薬品、興奮・めまい・幻覚等の作用を目的とする有機

溶剤や成分を含有する物品 

ⅳ 青少年の健全な育成や公序良俗を阻害する内容が
印刷または記録された各種メディア（図書、写真、
フィルム、ビデオテープ、CD-ROM・DVD などの記録
メディア等） 

  ⅴ 性的な行為の用に供する物品および性器を模した物品 
  ⅵ ショーツ、ブラジャー等の下着類 
  ⅶ 金券類および類似品 
  ⅷ 食品衛生法に抵触する材料を使用した物品 
  ⅸ 偽造ブランド品や偽造キャラクターを使用したもの

等、他者の知的財産権を侵害している物品 
  ⅹ 心身に危害を与える恐れのある物品（レーザーポイ

ンター、刃物類） 
  ⅺ 動物愛護の精神に反する恐れのある生物 
 
４．景品提供の方法 
①クレーン式遊技機等の遊技設備によりクレーンで釣り上げ

るなどした物品で小売価格がおおむね 1,000円以下のもの

を提供すること。 

②景品は、あらかじめ表示されている物品と同一のものでな

ければならない。 

③景品と異なる高額なものをデモンストレーションとして展

示してはならない。 

④カプセル内に品名や記号を記したチケットなどを入れ、こ

れを景品と交換してはならない。 

⑤提供した景品をもって他の景品と交換してはならない。 

⑥景品が手渡しで提供される仕組みの遊技の場合において

も、本ガイドラインの定めるところにより、景品の取扱い

をおこなわなければならない。 

⑦風俗営業適正化法に定めるいわゆる４号営業に用いられる

パチンコ機、パチスロ機に類する遊技機、メダルゲーム、ビ

デオゲーム、フリッパーゲーム機等の遊技機を用いる場合

においては、景品を提供してはならない。 
 
５．附 則 
 このガイドラインは、2022年3月1日から適用する。 

2026.10⑲ 

2018.6② アミューズメント施設における景品提供営業のガイドライン 
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●お金１枚で遊べるゲームがもっとあるといい
です。でかいゲーム機が多くて楽しいです。（京
都・１０歳・♂） 

●あっちこっち掛け持ちをする客がいて、イライ
ラする。それから、ゲームの受付制？ 平日は
ガラガラなんだから受付制にする意味がある
のでしょうか。（東京・４２歳・♂） 

●メダルコーナーの店員→故障等の際、対応が丁
寧で素早く、ゲーム進行にストレスを感じるこ
とが少ない。クレーンゲーム→景品のタワー等
がくずれている（初期位置になっていない）こ
とが多く、すぐにプレイできない台が多いこと
がある。（埼玉・２３歳・♂） 

●もう何年も前からこの店を利用していますが、
ゲーム機の設置台数が増え、より多くのゲーム
を楽しめるのは良くなったと思う。ただ、台数
が増えたのは良いが、通路が少しせまく感じる
ため、配置をもう少し考えた方が良いかと。ま
た、メダルの貸し出しも少し高いかと思う。（埼
玉・４６歳・♂） 

 



電子マネー・QRコード決済を１端末で実現！

製品の販売/サービスのご相談はこちらまで　TOPPANペイメンツ株式会社　ps-pr@toppan.co.jp　　
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電子マネー管理ルーター

JAIAデジタル規格に対応特徴1

既設のゲーム機に後付け可能特徴2
キャッシュレス決済・硬貨決済
両方の売上データを取得可能

特徴3
プライズアウト情報を
リアルタイムで把握可能

特徴4
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…TOPPANペイメンツ製品・サービス

※記載された製品名などは、各社の登録商標登録商標あるいは商標です。
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